
 
災害救護活動は、日本赤十字社の最も重要な事業の一つです。 
日本赤十字社の病院である当院では、医師、看護師、事務等６人１チームから

なる日本赤十字社大阪府支部救護班５個班を常備しており、災害時には被災地

へ向けて出動し、災害救護活動を繰り広げます。 
また「高槻市救護拠点病院」として、負傷された多くの市民を受け入れ、災

害救護活動を展開しなければなりません。 
そのためには、多くの人々の協力が必要であり、ボランティア活動を実践し

て頂ける、あなたのご参加をお待ちしております。 
 

 

≪災害時の活動の一例≫ 
院内救護所におけるサポート 

   負傷した被災者の誘導 
  医療救護活動の後方支援 
   救援物資の輸送、配分 
  業務用無線、アマチュア無線による情報収集 
 被災者、救護活動支援者への炊き出し 
 ボランティアセンターの立ち上げ 
               などなど 

お問合せ先 
日本赤十字社 高槻赤十字病院 

医療社会事業部 社会課 

０７２－６９６－０５７１(代) 

≪日常の活動の一例≫ 
災害が起きてしまったときに あわてないために・・・ 

天幕・発電機等救護用資器材取扱方法の取得 

防災意識と知識の研鑽、研修会、訓練への参加 

赤十字救急法（応急手当）の受講 

 

 

 
医療救護所 

医療救護所への患者搬送 

炊き出し 

   身近なことに眼を向けて、自分にできることからはじめよう！ 

 災害ボランティア募集！ 


